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研究成果の概要（和文）：本研究の目標は第１に、愛着関連障害の症例の検討であり、第２が被虐待乳幼児とそ
の親の唾液中オキシトシン濃度について調べることであった。児童相談所の協力により愛着関連障害疑いの５例
を抽出し、1例が構造化された評価で脱抑制型対人交流障害と診断され、その特徴が明らかとなった。唾液中オ
キシトシン濃度の研究については、十分なサンプル数が得られなかった。そのためまだ研究結果を発表する段階
にない。この研究は現在進行中の基盤（C）研究「愛着スペクトラム評価システムの開発とその有用性の検討」
（1 8 K 0 2 4 9 0）に引き継がれた。

研究成果の概要（英文）：The first goal of this study was to examine cases of attachment-related 
disorders, and the second was to examine salivary oxytocin levels in abused infants and their 
parents. With the cooperation of the child protection services, five cases of suspected 
attachment-related disorder were extracted, and one case was diagnosed with Disinhibited Social 
Engagement Disorder by structured evaluations, and its features were clarified. On studies of 
salivary oxytocin concentration, a sufficient number of samples was not obtained. Therefore, it is 
not at the stage of presenting the research results yet. This research was taken over to the 
research (C) "Development of Attachment Spectrum Assessment System and examination of its 
usefulness" (1 8 K 0 2 4 9 0) which is currently underway.

研究分野： 乳幼児精神医学・保健

キーワード：  愛着障害　被虐待乳幼児　オキシトシン　バゾプレシン

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国において、構造化された評価により愛着関連障害が初めて診断された。同例は月齢3７か月の男児で、重
度の社会的ネグレクトにより発症し、無差別的社交性を示した。結果本邦においても脱抑制型対人交流障害が存
在し、DSM-5の特徴に合致していることが判明した。わが国の虐待・ネグレクトの臨床、福祉的支援において、
「愛着障害」は声高に取り上げられているが、一方で曖昧な概念で捉えられ妥当な評価が行われていない。本研
究の成果は、愛着関連障害への評価・支援の基盤の１つとなる。唾液中オキシトシン濃度の研究は大きな障壁が
あり、十分なサンプル、解析数を得られなかった。しかしこの経験は、次の研究に生かされている。
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１．研究開始当初の背景 
 反応性愛着障害 Reactive Attachment Disorder: RAD 及び脱抑制社交性障害 Disinhibited 
Social Disorder: DSD (DSM-5)（この２つを愛着関連障害）は、重度のネグレクトや劣悪な施
設環境など「著しい不十分な養育環境」（DSM-5）が原因で生じる乳幼児期から早期児童期の
精神障害である (Zeanah et al.,2009;青木、2011；DSM-5，2013)。近年の欧米での研究によ
り、この診断が信頼 性・妥当性をもって行われることが明らかとなっている（Zeanah et al., 
2013 など; O’Connor et al,2010 など） 。したがってこの障害の研究は、特に虐待臨床にと
って重要である。しかし本邦においては、構造化された評価法を使った症例の発見・検討すら
行われていない。本研究の第１の目的は、それを行うことである。 
 また近年愛着や絆形成についての生物学的基 盤の研究から、脳下垂体から分泌されるオキシ
トシンというホルモンが大きな注目を集めている。 哺乳類の研究において、養育行動や親子間
の絆を示す行動に、オキシトシンが関連しているとの 多くの研究が排出されている（たとえば 
Grimpl & Fahrenholz, 2001; Kecerne & Curey, 2004; Ross & Young, 2009）。またこれら背景
から虐待とオキシトシン濃度との関連も、最も注目される研究テーマ となっている。実際、劣
悪施設養育を受けた（従って愛着関連障害すら疑われる）歴史のある子 どものオキシトシン尿
中濃度が、対照児より低いことが報告されている（Fries, 2005） 。更には被虐待歴のある成
人女性の髄液中オキシトシン濃度が、対照群よりも低いとの研究もある（Heim, 2008）。本研
究では、これら研究にはいくつかの限界(例えば過去の虐待であること)を超えて、虐待措置中
の被虐待乳幼児とその養育者のオキシトシン唾液濃度を測り、虐待と脳内オキシトシンシステ
ムとの関係についての基盤的情報を得る。 
 
２．研究の目的 
第１の目標は、乳幼児期の愛着関連障害：反応性愛着障害と脱抑制 対人交流障害（DSM-5）
の評価・診断に対する信頼性・妥当性の検討 および症例検討である（愛着関連障害研究）。
第 2 の目的は、被虐待乳幼児とその親のオキシトシン濃度（唾液中）についての研究であ
る（オキシトシン－虐待研究）。 
 
３．研究の方法 
A．オキシトシン－虐待研究の方法： 
１）対象：① 虐待群：虐待例として、神奈川県下のすべての児童相談の協力のもと、保護者か
ら同意を得られた 15家族を対象とた。（目標例は 30 例であった） 
２）方法： 
これら親子すべてに唾液中オキシトシン濃度検査を行う。採取方法は、長さ５cm、直径８mm

の円柱型脱脂綿を、口に含んでもらう。子どもと親とから各々2 本採取し、直後に冷凍して成
育医療研究センターに移送した。同センターにて ELISA 法で測定された。唾液サンプルは凍結
乾燥させて、4倍濃縮して測定されている。 
・さらに親に背景質問紙を行った。質問紙は、以下のものである。I-CAST（養育者用）：現在の
虐待の強さ，内容；AQ（養育者用）：などである。養育者の ASD 傾向；M-CART と ASQ:子どもの
自閉傾向；DASS（養育者用）：養育者のストレス；CTQ:養育者の過去の被虐待経験；CBCL:子ど
もの問題行動である。 
Ｂ．愛着関連障害研究： 
上記虐待例のうち、著しく不十分な養育が行われた例（愛着関連障害の必要 条件）を 5家族を
抽出した（目標 10 例）。保護者に同意を得たのち、愛着関連障害診断のための構造化された診
断法セット（面接と行 動観察法）を用いて診断した。面接法—アタッチメント障害面接 DAI と
行動観察法—臨床行動観察アセスメント COA とである。両検査とも、録画・録音される。 この
診断法で陽性例を、症例検討する。 
 
４．研究成果 
A: オキシトシンー虐待研究： 
 すでに述べた状況から、親ごさまから得られた同意は 15 家族であった。これら家族において
は、子ども親ともに唾液を採集したため、30の検体を得、凍結乾燥させて 4倍濃縮して ELISA
法で測定した。結果、子どもの 15サンプルのうち 9例が、大人の 15例のうち 4例が解析不可
能であった。唾液量の不足によるものである。このサンプル数では、有意な分析をすることが
できない。 
これら経験を生かして、2018 年度から採択された基盤（C）研究「愛着スペクトラム評価シス
テムの開発とその有用性の検討」（課題番号 18K02490）で、オキシトシンー虐待研究を引き続
き行うこととした。 成果を得るために、以下の変更を行う計画である。唾液採取法の変更と、
症例を追跡する研究デザインへの変更である。 
B: 愛着関連障害症例研究： 
最重度のネグレクトを行った親ごさまから、研究同意をとることは困難を極めた。この障害が
希少疾患であるためなおさらであった。しかし、神奈川県の児童相談所の強力な協力により、5
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例の疑い例の同意を得ることができた。児童の年齢と性別はそれぞれ、2歳 6か月男児、3歳 2
か月男児、2歳 7か月男児、3歳 1か月男児、3歳 8か月女児、であった。どの症例も重度の情
緒的ネグレクトの例である。方法に示した検査を行った結果、1 例のみ愛着関連障害―脱抑制
型対人交流障害と診断された。以下、その症例について詳しく記載する。 
対象男児 M君、第 1回調査時 3歳 1カ月。母親 29歳。両親とも知的障害があり、生活もまま

ならず、家はごみやしき状態にあった。対象児は、生後 1５か月ぐらいから、家の近隣を 1 人
で徘徊しているところを数回隣人に発見され、児童相談所に２4 か月で 3 回目の保護をされて
いる。3 回目の保護以降、乳児院で生活し、母親とは 1 週間に 1 度 2 から 4 時間の割合で面会
していた。我々の調査が行われたのは児が 3歳 1か月の時からである。本ケースは 3歳 3か月
時に第 2回評価を行った。本例は、児童相談所の検査で、全ＩＱが６０であった。愛着障害に
ついての評価のみ以下に記載する。 
１．M 君 2歳 11 か月時、Xベビーホーム見学時の出来事 
 研究の説明と協力を要請にするために，2 人の男性研究者で X ベビーホームに訪問した。こ
の時 M君は 2人の初めて接する研究者に無差別的社交性を明確に示した。 
２．第 1回評価：3歳 1か月での評価（修正月齢 22か月） 
1) 臨床行動観察アセスメント COA ：実母－M君（評価時月齢：3７か月） 
 【COA のまとめ】特定の人物に対する選択的な愛着は今回の評価では示されなかった。特に
母親への愛着が認められず，女性，男性ストレンジャー共に同程度の無差別的愛着を示した。
特に怖い玩具が部屋に入れられた時に女性ストレンジャーの方に向かったこと，母親が退室し
た後，入れ替わりで入室した男性ストレンジャーにほぼ躊躇なく抱っこをせがんだことなどは，
かなり特異的な反応である。M君は脱抑制型対人交流障害の可能性が強いと考えられた。 
2) アタッチメント障害面接 DAI 回答者：担当施設職員 
【DAI のまとめ】 入所当初は，人見知りはしないものの，部屋の隅や柵と壁の間でじっと

している等，反応性愛着障害が疑われる行動を示した。現在は，特定の好きな大人はいず、見
知らぬ人をより好んで抱っこを求めるといった傾向はかなり顕著であった。脱抑制型対人交流
障害の可能性は高いと考えられる。 
【総合所見】 M 君は、反応性愛着障害，脱抑制型対人交流障害の C 基準（極端な社会的ネグ
レクト）はみたされており，また COA，DAI の結果からは，顕著な無差別的社交性が確認された。
また実際の生活場面においての無差別的社交性については，X ベビーホーム訪問時点でも確認
されている。このことから脱抑制型対人交流障害と診断される。 
３．M 君３歳３か月での評価 
1) 臨床行動観察アセスメント COA 担当施設職員（福島様）－M君 
【COA のまとめ】 COA では，全体を通して，施設職員さんへのしがみつきがあったこと，スト
レンジャーの抱っこへの拒絶，怖い玩具が入ってきた時に施設職員さんに抱きついたこと，分
離再会場面での愛着システムの活性化（強い泣き），検査後の男性ストレンジャー入室による反
応（ストレンジャーには近づかず，職員さんの名前を呼んでドアの方に手を伸ばす）など，明
確に職員さんを選択的愛着対象として認識していることが一貫して示され、無差別的社交性を
示す所見は得られなかった。そのため脱抑制型対人交流障害でないと診断できる。 
しかい職員への愛着の質については，以下の所見から未組織/無方向型の可能性が高かった。

すなわち、分離再会場面で，確認されたように職員さんが退室しようとすると，一度後追いを
するが，姿が見えなくなると部屋の中心部にもどるという行動が見られた。また再会場面にお
いても，職員に手は伸ばすものの，自分から動いて職員に接近しなかった。これら行動は、行
動と愛着方略の一貫性のなさを示している。  
2) アタッチメント障害面接 DAI 回答者：担当施設職員 
【DAI のまとめ】職員さんを選択的愛着対象として認識していると評価できる。このことから
反応性愛着障害の可能性は否定される。また、現時点では見知らぬ人の元にまれには接近する
傾向が残っているものの、無差別的社交性の存在を示す所見がかなり少なかった。脱抑制型対
人交流障害とは診断できない。 
【総合所見】反応性愛着障害の可能性はなく，脱抑制型対人交流障害の可能性もかなり低いと
考えられる。 
４．本症例についての理解と考察 
本事例は，第１回評価と，第２回評価において，評価結果に大きな差があった。 
Ｍ君が３歳１か月時には、脱抑制型対人交流障害と診断されたが、３歳３か月時には同診断

がされず、寛快したと考えられる。この２か月の間に、職員へのアタッチメント形成が進んだ
ために、寛快したと推測される。 
 この症例検討の結果、以下の点が明らかとなった。 
１．本邦においても 構造的評価法により脱抑制型対人交流障害をもつ幼児が発見された。 
２．その特徴は DSM-5 に記載されたものと同様である。 
３．２か月間の経過で、同診断は消え、施設職員への愛着形成が明らかとなった。 
４．この例において施設養育は、M君の愛着の新生を可能にし、障害は改善した。 
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５．本例は 修正月齢が 22 か月である。ルーマニアにおける BEIP 研究によれば、月齢 24か月 
より早く、里親養育に移行した子どもたちは、それ以降の子どもたちに比べて愛着関連障
害の寛快率が高いとの所見が得られている。M君が 24か月より修正月齢で若かったこどが
より良い結果を生んだ可能性がある。 
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